
被災前の高日高校

事務長 及川清喜

(平成 22。 23年度在職 )

陸前高田市の高田高校は、3階建ての校舎

全体が津波に襲われ、体育館も流失 した。

実際は、3階の天丼から約 1 0cm下まで浸

水 していた。

被災後の高田高校

被災した建物

高田校舎 第一校舎、第二校舎、第二校舎、

特別教室棟、商業実習棟、第一体育館、

第二体育館、銃剣道場、プール、部室、

自転車置場、運動場、テニスコー ト

広田校舎 第一校舎、第二校舎、第二校舎、第四校舎、

食品製造実習室、体育館、

柔剣道場、部室、鮭乾燥場、艇庫等

職員住宅 高田地区 9棟 22戸全壊、

広田地区6棟 14戸全壊

多くの生徒は、裏山の第 2グ ラウン ドに非難 して無事だつたが、校外にいた生徒 22
名及び教職員 1名 が、死亡又は行方不明となった。

生徒 22名 (1年生 2名 、 2年生 12名 (う ち、 1名 が行方不明)、

卒業生 8名 (う ち、 2名 が行方不明))

在籍数 543名 (4/1現在)

教員  1名 (水泳部の救助に向かつている途中、津波に遭遇 し行方不明となる)

発生直後、同校は午前授業で、課外活動中の生徒 257名 と職員約 40名が残ってい

た。
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地震発生時は、あまりにも揺れが激 しかつたので、しばらくは机の下にもぐり、揺れ

が落ち着いてから校舎前のグラウン ドに避難するとともに、緊急放送で校舎外へ避難す

るよう主任主査が放送 した。グラウン ドに避難 してきた生徒が少なかつたことから、再

度グラウン ドヘの避難を呼びかけるとともに職員が手分けして校舎内を見回り、残って

いた生徒にグラウンドヘの避難を呼びかけた。地震で揺れている最中でも冷静に非常放

送ができたことは、避難訓練で何度も放送担当していたからと考えることができる。

陸前高田市の防災無線では大津波警報のアナウンスが繰 り返し流れていた。

住民も避難所に指定されていた体育館に集まって来た。職員が自家用車のワンセグで

情報を得て、校舎裏手の高台にある第ニグラウン ドヘの避難を指示 した。

生徒及び住民の避難の完了を確認 しながら、何名かの職員が車のテレビを見ていたら、

釜石に津波が襲来した。高さが 10mと の報道を見て、残つていた十数名ほどの職員も、

それぞれ車や徒歩で第ニグラウンドに避難 した。

第ニグラウン ドに着いて数分後に校舎を見たら、すでに屋根だけが見える状態で、3

階まで浸水し、周 りの家や瓦礫が東から西へと流されていた。

だが、海岸沿いの屋内プールにいた水泳部員 9名 は、

市職員の誘導で陸前高田市の避難所である市民会館に

向かい、助かつたのは 2名 だけ。救助に向かつた女性

教諭も行方不明となつた。 2名 は、偶然個室に閉じ込

められ、部屋ごと津波に流され助かつたようだ。

地震発生後、大津波警報を確認 し、第ニグラウンド

ヘ非難する際、事務室と校長室、職員室を施錠 し、あ

わてていたので何も持たずに避難 してしまった。

高田市民会館

(内心、校舎に戻れるものと勘違いしていた。 10m
の津波ということを冷静に考えると戻れるはずがなかった。)

11日夜は周囲から集めた枯木などで暖を取りながら第ニグラウンドに泊まる。

携帯も電話も通じず、自宅からメールが届いたのを確認 し、ふと我に返り高田の町や

学校が津波で飲み込まれた事と、自分と車が無事であることをメールで返信 した。メー

ルが使えたのも夜 9時 30分頃まででした。 (中継局のバッテ リーも切れてしまったか

らのようだつた。)

―
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12日 、高田を出発 し公衆電話から県教委ヘ

被災状況を報告するため、自宅へ向かつた。途中、

竹駒駅付近の国道が通行止めのため、山道を通 り、

普段であれば40分程度で行けるところを、2時間

ほどかかり自宅にたどり着いた。

高田市内の公衆電話はすべて停電のため使用で

きず、大東町大原の中心街にある公衆電話から、校

舎の状況、生徒の状況、職員の安否が確認できない

3名 について報告した。

自宅に戻り、防寒着や食料を持って避難場所へ戻る。 (21時着)

教員住宅や自宅が流された職員は、 37名にも及んだ。

15日 夕方、振興局に出向き、ワークス (行政財務端末)の ことを相談する。ワーク

スの手配、操作カー ドの再発行について出納局に連絡していただく。

16日 夕方、県教育委員会教育企画室の小屋敷課長ほか 2名 が、校舎の被災状況視察

に来校する。

校舎、特別棟、産振棟、体育館及び職員住宅を視察し、すべてが使用できないと判断

したようだ。

17日 、事務室の耐火金庫は、鍵で施錠せずダイヤルだけで閉めていたので開けるこ

とができ、若干の泥水の流入はあつたが、公印、卒業生台帳、一部の指導要録、ワーク

ス操作カー ドなどが無事であることを確認 した。

18日 午後、サンビレッジに移動する。

(人工芝にシー トを敷いての生活)

22日 午後に大船渡東高校の研修会館に本部を移

動する。

(畳の上に寝ることができた。)

パソコンも震災後、初めて使用できるようになる。

サンビレッジ

25日 、仮校舎を旧大船渡農業高校 (現大船渡東高校萱中校舎)にする旨、宮野学校

施設課長から校長に連絡がある。
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4月 11日 、大船渡東高校の進路資料室を借 りて、ワークス及びひとり1台パソコン

を設置。

12～ 14日 に、教職員課厚生福利担当から2名 の人的支援をいただき、給与関係認

定書類や、共済組合災害見舞金などの手続き資料の取 りまとめについて相談した。

27～ 28日 、仮校舎への引越 しのため、事務職員組合及び県教育委員会から人的支

援をいただく。

5月 1日 から仮校舎で業務を開始し、 2日 に始業式をし、仮校舎での授業を再開する。

以上が及川さんの手記です。

東日本大震災後、何人かの事務長が震災体験を中心に、全国

規模の研修会での講師やパネラーを務めたり、機関誌や記録集

などへ手記を投稿 しています。

及川さん以外の方々の手記等は他の研究集録や機関誌、記録集

をご覧いただければ幸いです。
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調 査 票 の 記 載 説 明

未曽有の大震災により、学校現場でも想定外の事態の混乱のなか、それぞれの職員が児童・生徒等の安全
第一に行動をとつてはいたが、これまでの危機管理マニュアルでは対応できない様々な学校管理上の問題が
浮上した。それ らの問題点をまとめるとともに、長引くライフライン使用不能の中での事務処理等はどのよ
うにしていたのか等の実態を調査 しまとめる必要があると考え、事務長の視点でとらえた記録を残すことを
主眼として調査を行った。

また、各校より提出された調査票を基に、全体が把握できるよう総括表及び全般での感想等をまとめた。

調査票については次の 2つの視点で調査項 目を作成 した。

1時系列に何が起こり (分 り)、 行動 したかを記録 として残す。
2地域防災計画や校内災害対応マニュアルによる行動ができたか、問題点がなかったか。

また、地域や学校によって調査項目や回答欄に不足等が生ずることも考えられたことから、回答に当
たつては項目や行の挿入を認めているため、各校の回答項 目に違いがあるものとなっている。

調査にあたつての目的・注意書きの説明は次の通 り。

調査目的 :実態把握 と各校における記録を後世に残す (災害記録事例 として)こ と。

注意書き :

1こ の調査票は時系列に学校全体で行つた行動の記録的シー トです。
2項 目は地域防災計画に則つた項 目とそれに当てはまらないものがありますが、すべての項目を埋める必
要はありません。
3記録対象期間は学校が平常に戻るまでの期間としますが、今回の調査については 7月 末時点で区切って
入力願います。

4記入にあたっては、「記載の一例」シー トを参考に入力願います。
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急対策に関
すること

第3●第25節

ていたものは■

“
コ在。また 技災の

心配もさほどない
●検後で 午前■業のため狡
舎内に生掟はほとんといない
体業日のため校舎内に生徒は
いない

児 童 生 策 の ヌ 舎 IEB
停■ ■

“

回線不通、携市のパッテツー切れ作葉
適ます
生徒を帰宅、違距燿は迎えに来るまで待機

'宅
手段ない 保■をと連絡つかない生徒を●■

が送る
技内にいる生掟を集合させ下棧時の注意指導
下技した生徒及び3年生の安否■

“

に

"め
る

●■により県軟
`^●

告できず
生徒は■に下校済 卒業式を実鮨中 教●員 痛
院■員が病院まで車いすで搬送

“

活動中の生徒
"80名

を福祉教姜機に一時燿通
野球部員がグラウンド 吠奏秦部員が2名 音楽竜
にいた
生後の安否籠lBを 県嗽委^●告
違曇笙掟の名簿―贅作成 安全菫

“

`け

宇,こ とに生従の安否

「

8作
業を行つた 登校 していた26

名全員の蓮菫を■IBで きた

それ以外は電

“

不通 道略通
行不掟  ガ ンツン不足年によ
りは8で きなかつた。 (結 果

相 当の 日数を要 した。 )同様
に県本部への報告 も出来ない

保饉者が迎えに来た生徒につ
いてのみ帰宅

●名

4 教●員の

非奮配こに

関す ること

・ 笙モF昴諧Dの たの壼

決していたが ほ とん ど

じ了

全員ζヨ
働薔 日のため非常配口必姜な
し
全員 グラウン ド

●員安否籠

“

出曇看を除 き異常な し

県への颯告 通信●●不籠のため不可

非常配置につき鮨鑽整● の点検 生徒の安全薔

保 安否の■ OB
ラジオで状況■

“
災告対策本部を政口 し 児t生徒及び軟● 員の所

在の■■及び災書の情報 を■

“

し 3月 14日 か ら

休業 とする

在校笙 との安否薔

“

と帰宅指示

喩員の安否を県教委へ燎告

保晨者が迎えに来た生徒は0宅
余菫が続いていたので ●員の打合せ を使舎の

外 (正 面玄関lfI近 )で行 つた

む岸

晏員の安否籠路 (体●中 2名 内
l名 は地

"防
災活動 )

できす。後日
●員により

5 接災後の

学校選苦ス
び指導に関
す ること

,3,第 25節

=ュアルとの

ll違点 同
■点

別紙に抽出掲載 【23、 24ベージ】
沿岸

事務童の
対応

事務童で各 自安全凛保
グラウン ドヘ■饉
会■●加中の他校の■員直ちに

帰校

受水 l● 綸水

'磁
損対応

_仄λ
=レ

■のた のの■ Ⅸ 瞑口 ′′ヌ‐‐

情 報 収 彙 の ための 物 品■ 違

ボイラー不能によりだるまストープ●●
接官状況

“

日のため鮨餃餃●点検
,■のため●械,●不能に関わる対応

沿岸

高田高校の■合

校全 体青館が薄渡被災にあった

般 市民と第 ニグラウン
ヘ戻 り 各部屋鮨錠

崚舎 1嗜部分が津波崚災にあつた

■に 選嘔 1王 氏こ天に枚TO昭 へ最L
翌 日にかけて教● 員と共に籠3夜 を作 り被災住

:露食彗撃場菫る」含1優髯澤ド1讐ミfl霧曽i
マグロ遺洋実留から■港にむけて航行中の実晉船
共同突ヨ船「翔澪」は 石巻港でドック入り中に

た

1伴 つた

字硬口湧甲たつた摯●■ 員

港へ向か う

実 習船 i■ li九 J"合 い で澤置 を t

口 130全 嗜員帰宅(機械,■不能 :

玄口昇降 口を|1放 し 遷燿騒

略■保
嗜員玄田 生徒昇降 口安全確

“
崚饉通鮨の■保

全員外へ菫饉

菫 墨

'こ
な つ F‐ 7惧 η` 夕 ヽ め り

「

々 0′ 摯 コ 1‐

",務
=24疇

同饉

"を
10日 ほど腱んだ学校あり

10日 同ほと

'務
室へ戻れなかつた学校あり(■

●■による人的,■を,鶴会社に依輌⑮
内

`■

饉通授 業
午前中卒業式 (支援学校 )

卒案を祝 う会 (支援学校 )

`■
摯晉会

饉会●
生篠 自宅学晉朗間
生掟は部活動中
生徒遣略 ガイダンス(外部ホテル )

市 岸

■通授業
午前授彙 午後廊活動

泉ξ需革晨済身奪攣思撃部薔通授業(支援学校)

保饉者面薇

中 高学部,通授果(■燿字硬
'■■ガイグンス

実習船「リアス丸」燒津^向けて軌4T中

実ヨ● f用洋j石をでドック入り中
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3月 l,日
l時間～ 1日

入 る

でにほとん の生徒が ド校完 r

止

校長か ら
生徒は当

全員で生■の霙合燿

“

 趣F不適よび通騒寸町のため燿

“

困燿
重薔員による児童 生徒および保護者の安否薔

“
学校より3キ ロ亀度離れた国道r.NいでAU携薔が贅がる時があることが判明保護者
等への連絡を試みる
自宅に帰れない生徒及び最燿してきた生徒を体書館等に誘導
auの携帯t“は曖災後でも通したので彙秩委へ颯告 その後不通
迎えに来た保菫者に籠

“

しながら生徒をう1き 渡す.保●著から街の状況等確澤
その後自分の家族や住宅の安否確認が出来ない●員は各自の責任で帰宅等の行動
基本的には全員体制で24時間勤務を余儀なくされた(避離住民の世話 燃料や食
■の確保 生徒の安否薇

“

等)

野口 侍浜方面生後30名 が学校に泊る

‐ |  ヽ■   : : :  ::     |

ていると
り au携 帯を持 つ

報告 を依頼 (au携

出 張
=の

人 夕 と ■ 壼 ● 所 そ ■ 3
教青企口室に第 1● (携薔 ショー トメール)`人的技書な し ■●接害少々 J

凛外 中止の立て,板殷 E
生徒や薇員●に菫失燎

“

がない限 り対策本部を解散 し、■理●会議で今後の学校運
営について脇饉

連絡 できる籠日で連絡、一部生徒を教員が送つた

嗅員の働務について■lB 出働可能な喩員を非常配 Eと す る
●員 も,理● をlAき 帰宅 させ る

教員が手分け して携市電話で生後の帰宅状況■日  当面の予定〈自宅待機及び晨
外 部活動は実鮨 しない)を連絡
教嗜員は旧市内居住者を中心に交替対応
歓喩員は一部●員を除 き、夜9時以降解散
校舎 に入居 している独身教員 4名 が学校 に宿泊

,い 県に報告
生徒の安否薔

“

)事務長 (饉政点検 )

～月務員 敬員数名

当分の同特別休曜

体暇を取りていた2名所在安否不明
帰宅可能な●員一時帰宅、その後当面出働できない者有りく交通機
関ス トップ ガソリンをし)

感日からの通働者秋綺及び副校■県改委へ状況報告派遣 副校長当
面戻れず。
家族の安否癬 が出来ない●員は帰宅 それ以外は泊り込み
輌 児童 生徒に必要な人量を残じ 未明に戻った夏彙嗜員を先頭
に接災が心配な織員を帰宅させる
学校業務を全て中断し、生掟の安否■8.被災教職員10数 名おり複
災状況■IBを 行つた。 (相 当時間を要した)

″スの元栓上
`ラジオ 電池

燃料残確認 1
技害簡所図面 |

事務長が当直 |

達難者受入に 1

戸綺 り 施掟′

わ 昴■ブ レーカー遷断な ど

彿帯電

“

の ワンセ グ

膝ヽ使用制限な ど
こ明示 技書薔所写真晏影
(宿直)事 務●■及び副接長で非奮配●
口わる同い合わせや来校者の対応 で待機
ヒし無人 とした

政 万 rrlプ ロ猾.外 国 ワネ 薇

達 難住 民 の ヽヽ 協議

(崚房 シー ト 飲科 水 照 明 等受 入 攀機 )

〈USBスティックを持0し なかったことを後悔)

民のま助にあたる

●■ 1お

=節
ボ政

=お
8‐

~~

所 :河 南中学校 )

入支姜及び非常待機
「リアス丸」力

`一
時昔信不通 となる

陸に押 し上げられ る

I燿所、藤 支援      |ツ アス丸」焼津藩に彙手入港
実口生徒空■にて帰校へ   rツ アス丸Jの帰校問題  カッター実留
むのう1き 上げ  「翔洋」の措置同層 と奔走
を朽化校舎のな逮改

` 
回●不llに よる会計延理 風務の取,と 奔

た

絡後校舎施掟)

■ ■ 緊 科  照 明f

らの安 否情 ll提供

水 燃 料 運搬  地 [

技■、事研長年楔●機   県夕晏へ 1種市丸」洋上避難の連絡
17:00施 掟も23:50通■により事務長■枚 校舎点検。警備会社も
駆けつけ機械整備セット

か
給
ヽ

房
簿

　
僣

暇
名

盤
本

『
蟻
籠
一

来客対応 救援踪 術生隊受入 達難所
との情報交 換 物資綸充要請等 )々 畦難者勝導 受付 保織者の対応

パ トカー 自衛摯^グ ラウンド開放 その交通饉理

家書を飼●している農葉商技では、飲み水の■保、搾■のための■菫が必要となった
県外 県内と広域に帰省中の児童生後の現在亀が特定できないため螢家が難しかつた
被災した生徒のため寄官舎を開舎した学校あり.

特
"l支

援学校では、学校給食のための食材の■保に不安があり 始業式まで休業としている

2校あり
して市民等受入校多数
となつた学校 2校

山口高校 最大 1300名の道彙者あり
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雲災発生時とその後の対応 【3/13以 降】 (県 立学校餞精壺)

日
3月 13日 3月 14B 3"15日

3H実 態

―餃状況

■,,

交●●コマヒ状●
●彙、午後●II

火災 ■0■れ 新水(―●●旧)ガスー部供●
●止

食料不足
回●●●

全ての燃料が不足

,R東セ本●住旧 (■日～

セ■)

●氣●ロ

|● I

澤置饉,■切 り言え730 "n17,58
ガソリンス綸不可
亀麟不通
■●
口遺106=盛 岡方面から通行止め う道略が緊急

●饉不通
電気復ロ
防災無●曖● 外部との

連絡可能
ドコモ中籠アンテナ曖[

状滉 ニーズ

箱
獅
鳩

ｅ
児

螢
，

内

策

び
き

　
　
係

榛
対

及
動
員

菫
関

.1,:・

^の ll告
通常整校について市防災無●■び適綺輌により●
凛
疇時休校時の家庭での過ごし方I●

“

 タラス連機
網の菫●
■案式 藤任式等の再検II

t災珀への支援 (ウ■ 4●●)● 員沢遣

災●対策本部集合 児童 生たの安否籠協饉崚
校舎内の見回り 電気篠 日による作動確認
体■館等校内の一部を立入贅上

校務運営委員会開催 (3/14～3/1611崚 薇上)～保護
者あてメール 入口■示による日知 学校教育

=

状渤
ガノリン不足 遺鬱●情による過●困曇吝あ り

通●

`が
相■り●● 市内ホテル宿泊通●

生贅休校く03/1Sま で ②3/10ま で C3/17ま
で CЮ′18ま で)

■員によるを■■区崚の

「

魔―
B

由●●員会● (口 毒●の状況に応した

`工
 県外

違工等の自粛)

摯員●3●
"の

検

"全校集会 清掃後下崚(午前中)

午前i彙
晨外 部活動中止
1 2年 自宅学●(3/22ま で)

児童 生徒 ●員 =挨の安杏穂B
伝校生の●■収彙 対応 (卒 ,生より輌晟 運動
■等)

接災生贅への■■的な支崚の検● (同意会 PT
A ,■長霙会 生贅会)

主僣会議中ILのII示  `■

り保コその
'否薔3)

自宅 IIPか ら自転●●で■悛^出● 屁出
し がれき●= 片づけ,II食  生饉の安6■B
市に奸詢配達甍請
●員が体●●にブルーシー ト臓E(死 F●●[用 )

防火水,からの水の汲み出し(ト イレ月)

■彙所来所の県教●●員に■饉●■の安番 饉曖
t害状況を報告
争悛に宿泊(児童生掟 ●■ )

^り により貪―
の檄入 細 で官古病院^

移送

ら生贅の安全■日 当分の間は■掟出校
指示

事
=訪

|1実●
にインフルェンザ発建 隔饉
宅●員による●資口違 (食II 口用品 毛
将等〉
,ないため 喩員が県●委^出 向き崚官
告

食事二抑

“

 省エネ (崚,)停檜示 (周辺住

知 利
管理●
況説明
嗜員
高架水

学校に
ヘ リに

校
の
び
関
　
％

学
●
及
に
　
舞

中̈い一一”詢

嗜設 設

疇関係

彙ξにポイラー ガス点検夕輌

晨■振興局か ら県教委^技官状況

“

・ r

■●滉い用 トイ レ用に本本
=■

用

発体安 口所に指定され 受Artの ための

「

業

澪波によリグラウン ド浸水

の
自

こ

輌
』
一
　
輸

【雌和」は『

F量員か 711t還 モ氏 の■
'き

( 田 巾 ,

県立月尻からセ石等を■人
Ir内 会の炊出 しユが使内に設置
死体安■所の要ll

医贅チーム 支援ウ資保
=所

等の故ロ

市 燿菫
=代

表 ,■ による 3=f7合せ

県警より行方不明
=僣

薇憲口の晨E依頼
県,関係者の宿泊鮨晨使用の要請

遺体の撮迷開始
自衛隊による女崚ウ資のほ入目蜂

AU籠 生■

“

厠段

保腱竜を暉●鬱

'所
とし

てt席
綸水●による■水開始

自●暉により防災無線ア

ンテナ曖ほ

3 薇災児童
生徒の技官調
査及tR`急対
魔に田するこ
と.

(第 3●  第25

●I)

内

"

県外 合で 中の 生徒帰 宅薔認

=族
が核災した生従

"名

篠災笙蛯がいないことを颯告

生徒は 17日 まで自宅待機
生■の要●■B彙●(1名 ●方不明〉
3月 14日 生徒の安否■日をし 全員無事を■B。

お渡によるlt宅被災生徒]名

3月 15日 ～3月 24口 まで 3回 によぅて選翅テ 自
宅等を回つて生tの安否颯 結果 1 2
年生全員所在ll“ 、■案した 0年生 1名 死L‐ ,

ガソリンの■颯に音労

し 全員

'事
を薇B

県本部への■,の●・ め|●覇長が率で景勁

瞑摯■学

"長
名による0行 Fr可口いきを 5遇

大手

県歌晏より事務■の,帯t“に「生掟安否■3
を行い■吝せ よ,と の メールあり 同内容の文

書を近腱高校を通 して|1使長が大手

t薔 メール テレビ不通 新衝扇かず ラジ
オの電波も懸く ″ノリンもなく 道略通lr上
めで 生徒の安否薔

“

がm
3H欠席子と■■生の安●薔椰
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患

“

百●定,可
=入

手

瀾校■が山口小学校重墟

より歯子●こで県歓委^
生ltの安

`薔
田情■を薇

告 した

生徒の安否薔8(家庭 遺

彙所年巡回 )

す0未■836名
3H欠席看と事業生の安
否薔

“


